
９
月 

 

日(

土)
に
、
本
校

で
中
学
生
を
対
象
と
し
た
授

業
公
開
、
第
２
回
学
校
説
明

会
及
び
部
活
動
体
験
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
中

学
生
や
そ
の
保
護
者
が
訪
れ

た
。 

            

夏
期
休
業
中
に
行
わ
れ
た
第

１
回
で
は
２
０
０
０
人
を
超
え

る
参
加
を
記
録
し
、
本
年
度
も

高
い
人
気
を
見
せ
た
本
校
の
学

校
説
明
会
が
、
今
回
は
第
２
回

と
し
て
第
１
回
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
中
学
生
を
対
象
に
行
わ

れ
た
。
ま
た
当
日
は
授
業
見
学

や
中
学
生
対
象
の
部
活
動
体
験 

 

          

  

館
内
専
門
街
１
階
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ー
ト
に
て
行
わ
れ
た
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
放
送
部
と

有
志
の
生
徒
に
よ
る
館
内
放
送

で
の
告
知
の
助
け
も
あ
り
、
会

場
に
は
家
族
連
れ
や
学
生
な
ど

多
く
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。
ま

た
会
場
は
吹
き
抜
け
と
な
っ
て 

    

も
開
催
さ
れ
、
校
内
は
多
く
の

中
学
生
や
そ
の
保
護
者
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
た
。 

 

午
前
に
行
わ
れ
た
授
業
見
学

で
は
３
階
と
４
階
が
開
放
さ
れ
、 

中
学
生
は
間
近
で
行
わ
れ
る
高

校
の
授
業
を
興
味
深
そ
う
に
見

学
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
後

の
学
校
説
明
会
で
は
須
永
校
長

に
よ
る
学
校
説
明
や
文
理
オ
ナ

ー
生
徒
に
よ
る
オ
ナ
ー
ク
ラ
ス

の
概
要
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
参

加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
説

明
を
受
け
て
い
た
。
今
回
の
こ

の
行
事
に
は
市
内
外
か
ら
約
６

０
０
人
の
中
学
生
や
保
護
者
が

訪
れ
、
初
回
と
合
計
し
て
総
参 

     

い
た
た
め
に
２
階
・
３
階
も
多

く
の
人
々
で
溢
れ
、
合
計
で
は

４
０
０
人
を
超
え
る
観
客
を
記

録
し
た
。 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
書
道

部
員
６
人
が
袴
姿
で
筆
を
持
ち
、

M
r.C

h
ild

re
n

の
「
運
命
」
に

合
わ
せ
て
大
き
な
紙
に
『
響
』

と
い
う
文
字
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の 

       

加
者
数
２
６
０
０
人
超
を
記
録

し
、
例
年
以
上
の
大
盛
況
と
な

っ
た
。 

午
後
に
行
わ
れ
た
部
活
動
体

験
で
は
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部

な
ど
７
つ
の
運
動
部
の
練
習
に

中
学
生
が
参
加
し
、
高
校
で
の 

       

 

部
活
の
雰
囲
気
を
実
際
に
体
験

し
て
い
た
。
こ
れ
に
参
加
し
た

中
学
生
は 

人
に
も
上
り
、
近

年
の
運
動
部
の
活
躍
に
よ
る
注

目
度
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
行

事
と
な
っ
た
。 

 
 

(

千
葉) 

 

詩
を
書
き
、
仕
上
げ
に
５
色
の

ス
プ
レ
ー
を
吹
き
付
け
て
作
品

を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
ダ
ン
ス

部
は
曲
調
に
合
っ
た
ダ
ン
ス
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
盛
り
上
げ
、

観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。 

書
道
部
部
長
の
島
田
ひ
と
み

さ
ん(

２
年)

は
「
学
校
外
で
は

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
多
く
の
人
に
見
て
い
た

だ
け
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
学
校
外
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。
ま
た
、
ダ

ン
ス
部
の
寺
嶋
佑
梨
亜
さ
ん

(

１
年)

は
「
普
段
よ
り
も
近
く

に
観
客
が
い
た
の
で
、
よ
り
緊

張
し
ま
し
た
。
改
め
て
恥
を
捨

て
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま 

 

        

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
芸

術
コ
ー
ス
音
楽
系
コ
ン
サ
ー
ト

はL
A

B
I1

高
崎
４
階
のL

A
B

I 

G
a

te

で
開
催
さ
れ
、
第Ⅰ

部
で

は
音
楽
系
生
徒
の
選
抜
者
に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、

第Ⅱ

部
で
は
家
族
向
け
の
曲
を

演
奏
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
た
。 

第Ⅰ

部
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
１
年
生
か
ら
３
年

生
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
８
人 

 

し
た
」と
当
日
を
振
り
返
っ
た
。 

な
お
今
回
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
完
成
し
た
作
品
は 

月
◎

日(

火)
ま
で
専
門
店
街
１
階
セ 

        ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
吹
き
抜
け
部

分
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

今
年
で
オ
ー
プ
ン
９
年
目
を

迎
え
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
は

「
地
域
の
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
作
る
イ
ベ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
県
内
の
高
校
や
観
光

局
を
主
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行 

  

 

の
生
徒
が
シ
ョ
パ
ン
や
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
な
ど
の
曲
を
演
奏
し
、

来
場
者
は
高
度
な
演
奏
技
術
に

魅
了
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
第Ⅱ

部
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ

と
の
あ
る
よ
う
な
曲
を
様
々
な

生
徒
が
演
奏
し
た
。
こ
こ
で
は 

 

          

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
普
段
観
客

に
対
し
て
発
表
す
る
機
会
が
な

い
部
活
動
に
活
躍
の
場
を
作
る

た
め
企
画
さ
れ
た
。
今
回
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
本
校
書
道
部

の
近
年
の
活
躍
、
ま
た
書
道
は

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
形
で

集
客
す
る
機
会
が
少
な
い
と
い

う
現
状
か
ら
部
に
誘
い
の
声
が

か
か
っ
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

の
担
当
者
で
あ
る
永
長
健
太
朗

さ
ん
は
「
自
分
た
ち
も
今
回
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
部
活
動
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
イ
オ
ン
モ
ー
ル

高
崎
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

観
客
へ
の
見
せ
方
や
発
表
方
法

な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
私

た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と

呼
び
か
け
て
い
た
。(

長
澤) 

珍
し
い
編
成
の
楽
器
５
種
に
よ

る
重
奏
や
４
人
の
弾
き
手
に
よ

る
ピ
ア
ノ
８
手
連
弾
な
ど
が
行

わ
れ
、
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ

た
、
聞
き
手
を
選
ば
な
い
演
奏

と
な
っ
て
い
た
。 

選
抜
者
の
北
爪
千
尋
さ
ん

(

２
年)

に
演
奏
会
に
つ
い
て
伺

う
と
「
第Ⅰ

部
の
演
奏
は
と
て

も
緊
張
し
、
本
番
前
ま
で
伴
奏

者
の
田
島
彩
蘭
さ
ん
と
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま

し
た
」
と
本
番
前
の
胸
中
を
明

か
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
選
抜

者
の
四
方
田
真
優
さ
ん(

３
年)

に
第Ⅰ

部
で
の
自
身
の
選
曲
理

由
に
つ
い
て
伺
う
と
「
作
曲
者

で
あ
る
セ
ヴ
ラ
ッ
ク
を
と
て
も

尊
敬
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
場

で
演
奏
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
」
と
語
っ
た
。(

本
多) 

           

例
年
同
所
で
行
わ
れ
て
い
る

本
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
系
の
作

品
展
が
本
年
度
も
開
催
さ
れ
、

会
場
に
は
美
術
系
生
徒
の
力
作

で
あ
る
絵
画
や
彫
刻
が
一
面
に

展
示
さ
れ
た
。
出
展
さ
れ
た
作

品
は
１
年
生
か
ら
２
年
生
の
生

徒 

人
の
作
品 

点
で
、
来
場

者
は
生
徒
た
ち
の
高
い
技
術
力

や
表
現
力
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。 

 

        

例
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る

大
学
見
学
は
、
１
年
生
の
大
学

へ
の
進
学
意
識
や
興
味
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
本
年
度
は
新
た
に
加
わ
っ

た
女
子
大
学
コ
ー
ス
を
始
め
と

し
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
そ
れ
ぞ
れ
２
校
の
大
学
を
見

学
で
き
る
全
９
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
は
そ
の

中
か
ら
自
由
に
行
き
先
を
決
定

し
た
。 

     

来
場
者
に
話
を
伺
う
と
「
印

象
深
い
作
品
が
多
く
て
感
動
し

ま
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。 

な
お
今
回
展
示
さ
れ
た
作
品

は
美
術
系
担
当
の
先
生
方
の
選

抜
を
受
け
た
後
、 

月 

日
か

ら
開
催
さ
れ
る
第 

回
総
合
文

化
祭
に
出
展
さ
れ
る
。(

千
葉) 

         

    
 

見
学
当
日
、
生
徒
た
ち
は
大 

学
構
内
を
実
際
に
散
策
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
大
学
の
歴
史

や
学
部
の
特
色
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
研
究

室
の
内
部
に
立
ち
入
り
、
実
験

の
概
要
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
、

充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
さ
ら
に
今
回
の
行
事
に
先

立
ち
、
生
徒
た
ち
は
選
択
し
た

大
学
の
事
前
調
査
を
行
っ
た
た

め
、
そ
の
大
学
の
特
徴
を
よ
り

理
解
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 

な
お
、
今
後
は
参
加
生
徒
が

見
学
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
学

年
集
会
で
各
コ
ー
ス
の
大
学
の

魅
力
に
つ
い
て
発
表
す
る
と
の

こ
と
だ
。 

 
 
 
 

(

石
井) 

 

月 

日(

月)

か
ら 

日

(

日)

ま
で
の
７
日
間
、
ヤ
マ

ダ
電
機

L
A

B
I1

高
崎
２
階

の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
美

術
系
の
作
品
展
が
行
わ
れ

た
。 

 

校
外
で
初
の
試
み 

ダ
ン
ス
部
と
共
演 

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
盛
況 

 

 

 

 

 

▲詩を書く書道部員 

▲弦楽器の四重奏を披露 

 

▲表現力の高い自画像が並ぶ 

▲完成した作品を観客に披露 

▲中学生に弓道の型を教える 

大
学
の
雰
囲
気 

実
感 

１
年
生 

大
学
見
学 

 

個
性
輝
く 

美
術
系
作
品
展 

芸
術
コ
ー
ス
美
術
系 

 
芸
術
コ
ー
ス
音
楽
系 

高
い
演
奏
技
術 

音
楽
系
コ
ン
サ
ー
ト 
中
学
生
が
授
業
見
学
、部
活
動
体
験 

高
経
附
の
注
目
度 

上
昇
中
！ 

９
月 

 

日(

水)

秋
分
の

日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
で

本
校
書
道
部
と
ダ
ン
ス
部

に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
た
。当
日
の
司
会

進
行
役
は
放
送
部
員
と
有

志
の
生
徒
が
務
め
た
。 

 

23 

11 

24 

９
月 

日
（
日
）
に
、
ヤ
マ

ダ
電
機

L
A
BI1

高
崎
で
芸
術

コ
ー
ス
音
楽
系
の
生
徒
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

た
。 

27 

月 

日(

月)

に
本
校
１

年
生
を
対
象
と
し
た
大
学
見

学
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
生

徒
は
東
京
都
内
の
様
々
な
大

学
へ
赴
い
た
。 
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